
女性起業家パワーアッププロジェクト事業 【京都府】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ７,５１４ 千円

交付金額 ５,４８５ 千円

事業番号 ２

京都府における起業家に占める女性割合は全国で22.3%のところ
、京都府では22.7%と全国を極わずかに上回っているが、依然とし
て低調であり、継続して起業に向けた支援を実施する必要。

○起業したい女性や起業した女性を対象にした起業の心構えやビジネス
モデルの組み立て方、事業計画書の書き方など、起業する上で必要な
情報の提供や先輩起業家の事例紹介などを行う起業支援セミナーを実
施して、起業のスタートを支援した。
○専門家によるビジネスモデルや事業計画に関する助言やプレゼン対策
など起業に関する個別相談や伴走支援を実施して、円滑な事業展開を
支援した。
○国の機関や商工会議所等の経済団体とも連携して、優れた女性起業
家を表彰して社会に周知することで、女性起業家のロールモデルとな
る人材を育成した。

○これまでに取り組んできた府内の金融機関や創業支援機関、女性起
業家間のネットワーク構築に加え、民間の支援機関・支援者など今まで
の枠を超えたステークホルダーの拡大を図るとともに、経営者としての課
題や悩み、成功した体験や秘訣などの共有を通じて、女性起業家同士が
主体的に学び、共に成長できる機会を提供

本事業を通じて、女性起業家のニーズをとらえた支援を実施する
ことができた。また、女性の起業が多様な働き方の一つとして、ま
た、女性の視点や能力を活かした社会の活性化のために重要で
あることを広く社会に発信することにより、女性活躍の推進に係る
気運醸成の一助となった。

経済団体等と行政（京都府・京都市・京都労働局）の連携による「輝く女性応援京都会議」（
女性活躍推進法に基づく協議会）を母体として、京都府の女性活躍の推進、男女がそれぞ
れ抱える様々な問題の解消へ向けた総合的取組を各団体と連携し実施する。

連携団体名：輝く女性応援京都会議（23団体）

京都府、京都市、京都労働局、京都商工会議所、京都商工会議所女性会、京都府商工
会議所連合会、京都府商工会議所女性会連合会、京都府商工会連合会、京都府中小企
業団体中央会、京都府中小企業女性中央会、一般社団法人京都経営者協会、一般社団
法人京都経済同友会、公益社団法人京都工業会、京都府商工会女性部連合会、一般社
団法人京都中小企業家同友会、日本労働組合総連合会京都府連合会、国際ソロプチミ
スト京都、国際ゾンタ京都クラブ、公益財団法人大学コンソーシアム京都、日本政策金融
公庫、公益財団法人21世紀職業財団関西事務所、京都府男女共同参画センター、京都
市男女共同参画センター

〇女性の起業スタート支援については参加者の満足度が高く、今後起業を目指
す、または起業直後の女性起業家への支援として継続的に実施していく必要が
ある。あわせて、起業を目指す女性に情報が届きにくいという課題があることから
、支援を求めている者に適切に情報が届くような周知・広報を図っていく必要があ
る。

〇女性が起業するに当たっての課題として「ロールモデルの不足」に加え、「必要
な情報を交換できるネットワークへの参加」の声が多く、今後は、女性起業家間
の交流機会をより増やしていくなどして、コミュニティー形成支援について重点的
に取り組んでいく必要がある。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

起業スタート支援への参
加者数

50名
（アウトプット）

62名
（8年3月時
点）

124％

事業
KPI

参加者のうち起業した
者の割合

50％
（アウトカム）

90.6％
(７年度時
点)

181.2
％



事業の概要

【京都女性起業家賞の実施】
                                           応募総数   28件

・募集期間：令和7年6月1日～8月31日
                                      

・授  賞  式：令和8年2月25日（水）

【女性起業家のアイデアブラッシュアップ支援】
支援者数：47名

・女性起業家賞応募者を対象とした、
起業アイデアをビジネスモデルとして
構築するための個別面談による指導等

【女性起業家のための交流会の実施】
第14回京都女性起業家賞受賞者ピッチ＆交流会
女性起業家、創業支援機関、金融機関等

参加総数：43名
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